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　　耀力方画におけるアルミ‘ニウムの利用というと先ずア

　ルミニウム電線が話題になる．導腔材料として銅とアル

　Eを比較すると，アルミは導騨は鍋の60％位である

　が早佐重さはその30％くらいであるから結局同じ抵抗

　笹の銅とアルミとの重琵比は凡そ2：1となる．ts｛e，に

　は硬アルミばかりでなくイ號アルミ合金のような合金も

　抗張力の關係から用いられるから，上の辮は多少はそ

　オ1によつて動くが，そう大きな璽りはない．そこで高電

　」垂の瓢皇路等で径問が大きくなると有利な臓が出てく

　る．導聯の高い硬アルミ線を抗張力の大きい錆線また

　は織泌の周囲に撚合した銅心アルミニウム纏（ACSR）

　ガ公樗140kV以上もの線路には硬銅糠に次いでしばし

　ば使われている．とくに公欝200　kV以上のいbゆる超
レ

　瑚1鍛の線路では蹴表面のrt’位殿を抑えてコロナの

　愛生を防止する上から贅蓮の硬銅線ではその電流容量に

　指當する以上にその太さを大きくしなければならなくな

　るので，中室の硬銅線かこのACSRかということにな

　る・本邦で將來超晦堅逓轄の計糀で最近建設された西日

　篇腺の一都廣昌徳山間の控皆に1±申室銅腺が用いられ

　価：・現在計盤中の愛本（北陸）新伊丹（大阪）間の

　275kVの新鍛にはACSRが使われろ簸定である．

　「最近このACSRは大部絃遇もされている・

　　ところが竃睡の低い配電職になうと蛮情が少し違い

輪べくなら銅を使いたいという働観在の簑情であろ

　り・しかし今次の脚の始まる前から銅の韓入が困難と

　Sb・一方銅を大部分軍用に廻さなけ2Zばならなくなつ

鷹岳離享忽蕪饗欝難皇窪毒
　代常のための色々な技術研究が活護に始つた．電鉱を全

　．鳶酌にアルミ化するにほいろいろの按術問題が起るがそ

のeし勘徽しなければならなかつ燗題は麟の．2

勧ことで，ア・・ミ，Ψ吻研究等1まそのためのもので

　ieつたが・縮は接績すぺき爾アルミenの朧アルミのL

．Xリーブに入れてそ2tを外かiら匿締して接績する方法に

落ちつき，その接按用の器具め標準までできた．しかし

’質際はあてにしたアルミ；ウム自睦が電舞の方に思5よ

うに廻つて來なかつたので，極く小部分用いられた慮も

あるが，だいたいにおいて掛聲だけに絡つて繊を迎え

たのである，今後のことは一寸豫想がつき象ねるが，國

際版勢や國内事情で低匪用もまたアルミ＝ウムに代えね

ばならぬとなれば轄喚はできよう．

　電線の史にはブス導盤が話題となる．米図でも，アル

．ミニウムの墳産によるものか，最近璽電所のブスにアル

ミを用い，その接綴を溶接によつている例がある．．これ’

らは本邦でも今後診考にすべきことであろ5．職畢中は

銅代用として考えたアルミも入手難となりマグネシウム

のブスまで考えられた．　　　　　　　・　、．

　しかしながら，これは儲の個人意見になるかも知れ

ないが，電力方面へのアルミニウムの利用の今後の目標

は量質ともに導膣材料よりもむしろ培成材響にあるので

はないかと思う．例えば上述の電線路について．も大き

なものではその鐵塔柱」木柱のアルミニウム化，また小

さいものでは架線用金具のアルミ‘ウム化等は今後大い

に研究の贋値力：ある．電線クラソプのアルミ＝ウム化も

米國では宣際化されており，大電流の電線路ではそれに

よる鐵損の甑も馬鹿にならないであろう．更に獲勢躍

所についても，その建物目睡から始つて屋夕優竃所の鍛

旛のアルミ．ニウム化，機器の外被のア・レミ昌ウム化等い

くらでもある．要は鐵銅とアルミニウムとの経済比較に

ある．本邦のアルミ；ウム製錬用の電力溝費量は今次の

大験直前一時大分低くなつてきtgのであるが，現在米國

等と比較するとその開きは極めて大きい．これでは今後

．の米國におけるアルミ＝ウム翫奎の情勢ともにらみ合す

とどうにもならぬ，即ち上述のようなアルミ化の研究と

並行してアルミニウムの生産原｛買の切りつめの研究の重

要さを痛感する次第である．（19SO・2・15）


